

















＝Preimplantation Genetic Diagnosis が、ドイツでも略称として定着している。）の非全能細胞（nicht 
totipotenten Zellen）への適用に賛成または反対する立場の意見を、それぞれ要約した一覧表である。 
各意見は 1999 年７月、ラインラント・ファルツ州生命倫理委員会で提出された。委員会での議論
を受け継ぐ形で、ドイツ連邦医師会は 2000 年２月、「着床前診断の方針を定めるための討議案」(1) を
作成する。討議案の内容をめぐって、医療、法律、倫理学、神学関係者、一般市民など多くの人々が
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